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久しぶりに本誌の取材で各地を周りました。あたりまえの話ですが、
東北にも山陰にも、そして首都圏にも、その地域ならではの住民の
生活があり、それに対応する生活協同組合の活動があります。いつ
からか、遠隔地に赴くと必ず「自分はこの地で暮らせるだろうか」
と自問自答してあれこれ想像するのが癖となってしまいました。そ
んな想いを掻き立てる多彩なお話をいただいた皆様に、取材へのご
協力の御礼申し上げます。  （志）
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表紙紋様「五三の桐の紋様」 
五三の桐の紋様は、3本の直立する花序と 3枚の葉より構成される紋
様で、古くは、平安時代から用いられていた紋様です。日本原産と言
われている、ゴマノハグサ科の桐の葉を図案化した総称で、桐花紋 ( と
うかもん ) とも呼ばれています。
古来より中国では、桐の木はすぐれた王者（聖王）が出た時にそれを
祝福するために現れる霊鳥「鳳凰」が止まる木とされています。そこ
で、皇室は菊の紋章の別紋として、聖王出現にちなむ桐の紋章を用い
てきました。また、成長が早い桐の木は、女の子が生まれると植えて、
嫁ぐ時に切り出し、箪笥や長持ちを造るのに当てられてきました。 
　　　　　　　　　　    田内隆司／京小紋画像提供 （田内設計事務所）
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